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市民協働事業 相互評価シート 

１ 市民協働事業の概要 

事業名称 令和６年度地域づくりステップアップ講座交流事業 

事業の実施者 
団体等 ＮＰＯ法人くみんネットワークとつか 

行 政 横浜市戸塚区区政推進課 

事業の目的 

住み良い街づくりには、行政だけではなく、区民の皆様も主体となって地域活動

への関わりを深めていくことが重要となっています。この交流事業では、地域活動

の楽しさ、難しさ、また各活動者が協力・連携してより良く活動ができることを探

り、活動者や活動に関わる人などが交流できる機会を設定することで、地域活動の

広がりと活性化を図ります。 

 事業の内容 

区内で地域活動を行っている人たちなどが集まって、様々な地域活動の状況につ

いてのコメントやアドバイスを聞き、活動者などが交流できる機会を戸塚区とくみ

んネットワークとつかが運営するとつか区民活動センターで役割を分担しながら事

業を実施していきます。 

役割及び責任

分担等 

 

項目 くみんネットワークとつか 横浜市 

活動者等の交流 １ 交流機会の企画及び実施 

２ 交流機会の運営 

１ 交流機会の企画協力 

２ 交流機会の実施場所の確保・調整 

広報、事務関連 １ 参加対象者への広報・受付 

２ 交流事業の資料等作成 

３ 交流事業の記録及び報告書の作成 

４ アンケート調査・集計 

１ 一般参加者等への広報・受付 

２ アンケート作成協力 

３ 交流事業の記録協力 

  

実施期間 令和６年 12月 16日から令和７年２月 28日 

 

記入日 令和  ７ 年 ２ 月 28 日 

記入者 

［団体等］  

・団体等名： NPO法人くみんネットワークとつか 

・記入責任者  

氏 名： 中嶋 伴子 

連絡先： 045-825-6773 

［行政］ 横浜市戸塚区役所 

・部署名：  区政推進課 

・記入責任者  

氏 名： 松本 未来 

  連絡先： 045-866-8328 
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３ 事業評価相互検証シート 

 事業実施プロセス相互チェックシートでおこなった結果をもとに、相互で本検証シートを

作成します。 

事業の計画づくり 

（協働して事業計画をつくるにあたり、お互いに共有できたことや認識に違いがあったこと、今後、改

善が必要と思われることはどのようなものですか。） 

【共有できたことや認識に違いがあったこと】  

・事業の目的、交流会でのテーマ設定、参加者の募集方法などを共有し、円滑な計画づくりにつながっ

た。 

・進行方法に認識の違いがあったが、事前の再確認で情報を共有して修正することができた。 

 

【今後改善が必要と思われること】 

・できるだけ打ち合わせを行い、資料や進行方法等を事前に共有することで、より効率的に内容を検討

することができるのではないかと考える。 

 

事業実施 

（協働して事業を実施した結果、お互いに共有できたことや認識に違いがあったこと、今後、改善が必

要と思われることはどのようなものですか。） 

【共有できたことや認識に違いがあったこと】 

・活動者や活動に関わる人などが交流できる機会を設けたことで、活動団体者が困っていること、課題

として活動場所が見つけづらいということを再度共有することができた。 

 

【今後改善が必要と思われること】 

・引き続き地域の活動者が交流し、つながりがつくれる方策を考えるとともに、課題解決に至るような 

方法を伝えられるような講座にする必要がある。 

 

（協働して事業を実施した結果、当初期待された事業効果がどのような成果となりましたか。） 

・アンケート結果から、全体の内容について概ね満足との回答が多く、参加者の満足度が高かったこと

が確認された。 

・参加者のアンケートで交流できる機会を望む声が多く聞かれ、参加者同士のネットワークの強化を促

す取組を協働の事業に生かしていく。 

 

自由記入欄 

・活気あふれる交流会となった。既に活動している人、これから何かを始めたいという想いで参加して

いる方々が新たにつながり、活動のひろがりに期待が膨らんだ。活動者がステップアップするためには、

資金面、広報、情報提供等様々な側面での応援が必要であり、つながる場の提供も活動の可能性に大き

く寄与する事を実感する機会となった。 

 

 

 


